
　
　
　
　
　
日
本
円
銀
の
海
外
流
通
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
香
港
を
中
心
と
し
て
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
　
田
　
　
俊
　
平

　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
ま
　
え
　
が
　
き

　
日
本
の
各
開
港
場
に
お
い
て
、
一
円
銀
貨
を
貿
易
通
貨
と
し
て
流
通
せ
し
め
る
こ
と
が
、
明
治
四
年
五
月
の
「
新
貨
条
例
」
に
よ

っ
て
制
定
さ
れ
た
の
は
、
東
洋
方
面
に
国
際
通
貨
と
し
て
支
配
的
流
通
力
を
占
有
し
て
い
た
、
メ
キ
シ
コ
弗
に
対
立
す
る
地
位
を
、

こ
の
一
円
銀
貨
を
し
て
獲
得
せ
し
め
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
日
本
政
府
が
一
円
銀
の
発
行
に
か
け
た
期
待
は
、
は
る
か
に
国
境
を
越
え
て
、
中
国
お
よ
び
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
方
面
に
ま
で
、
そ
の
流
通
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
明
治
八
年
二
月
の
新
貿
易
銀
の
発
行
は
、
こ
の
意
図
を
も
つ
と
も

明
白
に
具
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
明
治
七
年
以
後
に
上
海
交
換
所
設
置
の
計
画
を
進
め
た
の
も
、
中
国
各
地
に
お
け
る
日
本

銀
貨
の
流
通
力
を
確
保
す
る
た
め
に
、
中
心
的
金
融
機
関
を
必
要
と
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
新
貿
易
銀
は
政
府
の
期
待
す
る
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
却
っ
て
わ
が
国
の
貨
幣
制
度
を
混
乱
せ
し
め
る
結
果
と
な
っ

　
　
　
日
本
円
銀
の
海
外
流
通
策
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二
、
香
港
に
お
け
る
円
銀
の
地
位

　
明
治
前
期
に
あ
た
る
頃
の
、
香
港
に
お
け
る
通
貨
事
情
は
中
国
に
お
け
る
よ
り
は
、
や
や
安
定
し
て
い
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
基

準
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
貨
幣
制
度
は
体
系
的
な
も
の
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
香
港
が
英
国
の
植
民
地
と
な
っ
た
時
に
は
、
金
本
位
制

の
採
用
が
計
画
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
金
を
貨
幣
的
用
途
に
供
す
る
こ
と
を
嫌
悪
す
る
東
洋
的
偏
見
は
、
そ
の
計
画
の
実
現
を

妨
げ
た
。
か
く
し
て
、
一
八
六
三
年
（
文
久
三
年
）
に
、
メ
キ
シ
コ
弗
が
法
貨
と
し
て
公
認
さ
れ
た
。
一
八
六
六
年
（
慶
応
二
年
）

に
は
、
香
港
に
お
い
て
鋳
造
さ
れ
た
英
国
弗
（
B
r
i
t
i
s
h

D
o
l
l
a
r
）
が
、
流
通
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
英
国
弗
は
、
四
一

六
グ
レ
ー
ン
、
九
〇
〇
位
で
、
メ
キ
シ
コ
弗
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
人
の
保
守
的
性
向
の
た
め
に
、
こ

の
貨
幣
は
広
く
受
け
容
れ
ら
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
二
年
を
経
な
い
内
に
、
香
港
造
幣
局
は
閉
鎖
さ
れ
る
運
命
と

な
り
、
そ
の
機
械
設
備
は
一
八
六
八
年
（
明
治
元
年
）
日
本
に
売
却
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
メ
キ
シ
コ
弗
が
依
然
と
し
て
最
も
主
要

て
、
わ
ず
か
三
ヵ
年
余
の
後
に
、
旧
一
円
銀
貨
の
発
行
に
復
帰
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
上
海
交
換
所
の
設
立
も
実
現
す

る
に
至
ら
ず
、
日
本
銀
貨
の
上
海
に
お
け
る
正
常
な
流
通
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
中
国
南
部
諸
港
、
あ
る
い
は
香
港
、
海
峡
植
民
地
方
面
に
お
い
て
、
日
本
銀
貨
は
ど
の
よ
う
な
地
位
を
占
め
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
地
方
に
お
け
る
日
本
銀
貨
の
流
通
状
況
は
、
上
海
に
お
け
る
場
合
と
事
情
を
同
じ
く
し

な
か
っ
た
点
を
、
本
稿
に
お
い
て
解
明
し
た
い
。

－一一102-



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
１
）

な
地
位
を
占
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
つ
い
て
見
て
も
、
海
峡
植
民
地
が
植
民
省
の
管
轄
に
移
さ
れ
る
ま
で
は
、
イ
ン
ド
貨
幣
が
公
認
の
通
貨
で
あ
っ

た
が
、
一
般
取
引
に
は
す
で
に
弗
貨
幣
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
一
八
六
七
年
四
月
一
日
以
後
、
香
港
造
幣
局
に
よ
っ
て
鋳
造
さ
れ
た

貨
幣
、
メ
キ
シ
コ
、
ぺ
ル
ー
、
ボ
リ
ビ
ヤ
、
ス
ぺ
イ
ン
等
の
弗
銀
貨
、
あ
る
い
は
時
期
に
し
た
が
っ
て
指
定
さ
れ
る
其
他
の
弗
銀

が
、
海
峡
植
民
地
に
お
け
る
法
貨
で
あ
る
こ
と
が
公
告
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
八
七
四
年
（
明
治
七
年
）
に
は
、
ア
メ
リ
カ
貿
易
銀

と
、
日
本
円
錐
の
、
合
法
的
流
通
が
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
お
よ
び
香
港
の
商
業
会
議
所
は
、
英
国
の
貿
易
弗
を
導
入
す
る
よ
う
本
国
政
府
に
説
得
す
る
こ
と
に
努
力
し
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
の
ご
と
き
、
英
国
の
商
業
中
心
地
の
通
貨
が
外
国
貨
幣
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
は
奇
異
な
感
じ
を
抱
か
し
め

る
も
の
で
あ
る
が
、
英
国
政
府
の
意
見
は
、
鋳
造
費
を
メ
キ
シ
コ
弗
の
よ
う
に
低
く
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

一
八
九
〇
年
に
は
、
遂
に
メ
キ
シ
コ
弗
が
本
位
貨
幣
と
な
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
外
国
為
替
銀
行
の
大
部
分
が
銀
準

備
を
基
礎
と
し
て
発
行
す
る
銀
行
券
の
流
通
が
見
ら
れ
た
。

　
香
港
方
面
に
日
本
円
銀
を
流
通
せ
し
め
よ
う
と
す
る
方
策
は
、
元
来
一
円
銀
貨
鋳
造
の
目
的
が
、
メ
キ
シ
コ
弗
に
対
抗
す
る
貨
幣

を
得
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
、
一
円
銀
の
発
行
と
共
に
、
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
明
治
六
年
十
二
月
二
十
四
日
付
の
、
大
隈
重
信
宛
、
東
洋
銀
行
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
（
J
o
h
n

R
o
b
e
r
t
s
o
n
）
の
書
翰
に
。

　
　
　
「
貴
国
円
錐
を
メ
キ
シ
コ
弗
と
並
立
し
て
、
中
国
に
お
け
る
通
貨
た
ら
し
め
る
よ
う
努
力
す
べ
さ
旨
御
要
望
の
、
明
治
六
年
六

　
月
二
日
付
貴
翰
に
し
た
が
っ
て
、
香
港
に
あ
る
当
行
支
配
人
が
、
香
港
植
民
地
書
記
官
に
、
本
件
に
関
し
公
式
に
申
入
を
行
っ
た

　
こ
と
を
御
知
ら
せ
す
る
。
当
行
支
配
人
よ
り
の
通
信
の
写
を
同
封
す
る
が
、
そ
れ
に
よ
、
て
、
わ
れ
わ
れ
が
貴
国
の
円
銀
に
つ
い
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て
、
ア
メ
リ
カ
貿
易
弗
と
同
じ
地
位
を
要
求
し
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
両
貨
幣
と
も
香
港
お
よ
び
そ
の
接
続
地
に
お
い
て
、
法
貨
と

　
し
て
公
許
さ
れ
る
よ
う
要
求
し
た
こ
と
を
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
香
港
総
督
は
円
錐
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
貿
易
銀
に
つ
い
て
、
彼
地

　
の
商
業
会
議
所
の
意
見
を
徴
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
」

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
で
に
明
治
六
年
に
、
東
洋
銀
行
を
通
じ
て
、
香
港
植
民
地
政
庁
と
の
間
に
、
円
銀
の
香
港
流
通
策
に
つ

い
て
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
察
知
出
来
る
。

　
同
月
二
十
六
日
に
は
、
さ
ら
に
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
は
、
大
隅
重
信
に
日
本
円
銀
に
つ
い
て
、

　
　
　
「
香
港
に
お
け
る
論
議
の
結
果
を
聞
く
ま
で
は
、
目
下
何
等
新
し
い
手
段
を
講
ず
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
」

　
と
通
報
し
て
い
る
が
、
香
港
に
お
い
て
は
、
日
本
円
銀
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
明
治
初
期
の
日
本
政
府
の
政
策
を
支
持
し
て
い
た
外
字
新
聞
"
T
h
e

J
a
p
a
nW
e
e
k
l
yM
a
i
l
"
の
創
刊
者
で
あ
る
ホ
ウ
エ
ル

（
W
.
G

H
o
w
e
一
一
）
が
、
東
洋
銀
行
の
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
に
宛
て
た
、
明
治
七
年
二
月
二
十
四
日
付
の
書
翰
に
、
。
'
C
h
i
n
a

M
a
i
一
"
お
よ

　
び
"
H
o
n
g

K
o
n
g
D
a
i
l
yP
r
e
s
s
"
の
日
本
円
に
対
す
る
評
論
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
「
其
趣
意
ハ
、
右
銀
円
之
定
位
量
目
ト
其
純
分
ヲ
保
証
ス
ル
為
メ
ニ
、
日
本
政
府
二
面
確
乎
タ
ル
受
合
ヲ
立
ル
其
次
第
柄
ヲ
論

　
ス
ル
ナ
リ
。
拙
者
普
通
之
道
理
ヲ
解
キ
、
香
港
商
法
会
議
所
二
面
、
右
貨
幣
ヲ
受
ヘ
キ
事
ヲ
迫
レ
リ
。
尤
兼
而
日
本
政
府
之
万
国

　
二
対
シ
交
際
ヲ
勉
テ
固
定
セ
ン
ト
ノ
御
趣
意
者
、
拙
者
心
中
承
知
致
居
候
得
共
、
受
合
卜
言
フ
語
ヲ
説
ク
ニ
ハ
、
先
ツ
重
モ
ニ
造

　
幣
寮
取
扱
之
儀
二
付
、
当
今
東
洋
銀
行
ト
日
本
政
府
之
間
二
現
在
ス
ル
、
交
誼
之
事
柄
ヲ
主
張
放
置
候
。
」

　
こ
の
書
翰
に
よ
っ
て
、
す
で
に
日
本
円
銀
の
流
通
に
つ
い
て
、
香
港
商
業
会
議
所
に
お
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
し
か
も
、
日
本
円
銀
の
品
位
、
量
目
に
関
す
る
信
頼
度
の
低
い
こ
と
が
、
円
銀
公
認
を
躊
躇
せ
し
め
る
原
因
と
な
っ
て
い
た
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こ
と
が
推
察
出
来
る
。
ホ
ウ
エ
ル
は
、
海
外
に
お
け
る
日
本
円
銀
の
信
認
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
わ
が
国
の
貨
幣
鋳
造
に
外
人
技

師
の
指
導
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
す
な
お
ち
、

　
　
　
「
全
体
香
港
会
議
所
ノ
モ
ノ
ハ
、
当
今
造
幣
寮
ョ
リ
発
行
ス
ル
所
ノ
貨
幣
之
事
二
付
而
者
、
充
分
ノ
知
見
モ
ア
ラ
サ
レ
ハ
、
右

　
貨
幣
ヲ
通
用
貨
幣
ト
ナ
ス
ニ
ハ
、
少
シ
ノ
不
信
用
ヲ
抱
ク
、
亦
自
然
之
勢
二
有
之
候
。
其
謂
如
何
ト
ナ
レ
ハ
、
当
今
者
実
二
造
幣

　
事
業
モ
大
二
練
熟
二
至
レ
共
、
其
練
熟
モ
一
且
事
変
ス
レ
ハ
、
其
高
度
二
至
ル
モ
ノ
亦
容
易
二
傾
覆
ス
ル
ノ
憂
ア
レ
ハ
ナ
リ
。
善

　
ク
精
選
セ
ラ
レ
タ
ル
欧
州
人
ア
リ
テ
、
永
ク
造
幣
寮
中
之
事
業
ヲ
取
扱
ヒ
、
其
職
二
在
ル
ノ
間
者
、
日
本
造
幣
之
信
用
モ
東
洋
中

　
二
秀
テ
、
随
而
又
欧
州
之
信
用
ヲ
モ
招
ク
ヘ
シ
。
右
之
信
用
ヲ
得
ル
ハ
、
尚
日
本
国
二
於
テ
広
大
無
量
之
利
益
ト
思
量
致
シ
候
。

　
乍
去
、
又
案
ス
ル
ニ
、
如
シ
造
幣
寮
之
事
業
二
関
ス
ル
役
人
ヲ
ハ
、
当
今
造
幣
有
中
之
諸
役
員
皆
東
洋
銀
行
之
紹
介
二
於
ケ
ル
カ

　
如
ク
、
銀
行
同
様
富
有
名
望
ア
ル
手
堅
キ
一
大
社
之
周
旋
二
関
係
ス
ル
欧
州
人
ニ
テ
、
造
幣
之
事
業
ヲ
行
フ
ニ
非
サ
レ
ハ
、
東
洋

　
中
二
在
ル
欧
人
二
而
、
日
本
貨
幣
ヲ
通
用
ス
ル
コ
ト
、
恐
ラ
ク
ハ
数
年
之
長
キ
ヲ
費
ス
ヘ
シ
。
」

　
こ
の
言
葉
は
、
大
阪
造
幣
寮
の
造
幣
技
術
が
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
バ
ン
ク
と
の
契
約
に
よ
っ
て
派
遣
さ
れ
て
来
た
、
造
幣
首
長
ウ

イ
リ
ア
ム
・
キ
ン
ダ
ー
（
W
i
l
l
i
a
m

K
i
n
d
e
r
）
以
下
十
数
名
の
外
人
技
師
の
指
導
の
下
に
あ
る
状
態
を
、
永
続
す
る
こ
と
の
必
要

性
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
明
治
初
期
の
わ
が
国
の
造
幣
事
業
の
み
で
な
く
、
経
済
全
休
の
国
際
的
地
位
が
、
ど
の
よ
う
な
程

度
で
あ
っ
た
か
を
示
す
適
切
な
例
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

　
明
治
政
府
に
と
っ
て
は
、
大
阪
造
幣
寮
を
外
国
人
の
指
導
か
ら
独
立
せ
し
め
る
こ
と
は
、
切
に
要
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
八
年

二
月
に
は
、
キ
ン
ダ
ー
等
十
名
の
外
人
技
師
が
造
幣
有
を
去
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
海
外
に
お
い
て
日
本

貨
幣
に
対
す
る
信
認
を
得
る
た
め
に
は
、
依
然
と
し
て
、
日
本
貨
幣
に
つ
い
て
外
国
の
分
析
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
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す
な
わ
ち
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
お
よ
び
カ
ル
カ
ッ
タ
の
造
幣
局
に
お
い
て
分
析
し
て
、
そ
の
結
果
を
発
表
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
明
治
四
十
三
年
六
月
十
七
日
、
長
谷
川
為
治
（
造
幣
局
長
）
が
、

　
　
　
「
旧
幕
府
時
代
に
拵
へ
た
貨
幣
は
、
段
々
悪
く
な
っ
て
、
大
き
に
信
用
が
無
く
な
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
そ
の
信
用
を
得
る
こ

　
と
に
余
程
努
め
て
、
創
業
以
来
、
外
国
人
の
信
用
を
得
る
為
に
、
種
々
そ
う
言
ふ
様
な
、
事
を
し
た
訳
で
あ
り
匹
万
」

と
、
外
国
に
お
け
る
日
本
貨
幣
の
分
析
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
方
法
が
廃
止

さ
れ
た
の
は
、

　
　
　
［
森
有
礼
さ
ん
が
、
英
国
の
公
使
に
な
り
ま
し
て
、
ど
う
も
日
本
の
貨
幣
を
英
国
へ
遺
っ
て
、
試
験
し
て
貰
ふ
と
言
ふ
こ
と

　
は
、
甚
だ
不
見
識
な
事
で
あ
る
、
廃
め
た
ら
宜
か
ら
う
と
言
ふ
事
で
あ
り
ま
し
て
、
其
節
か
ら
遂
に
廃
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

　
た
」

と
あ
る
か
ら
、
森
有
礼
の
公
使
就
任
の
日
、
す
な
わ
ち
、
明
治
十
二
年
十
一
月
六
日
よ
り
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
外
国
依

存
の
方
法
が
、
却
っ
て
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
香
港
商
業
会
議
所
に
お
い
て
、
日
本
円
銀
の
信
頼
度
が
論
ぜ
ら
れ
た
時
に
、
日
本

円
銀
の
品
位
を
信
認
す
る
に
足
る
も
の
と
見
る
意
見
の
、
重
要
な
論
拠
と
な
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
欧
米
経
済
制
度
の
移
植
時
代
に

あ
っ
た
、
当
時
の
わ
が
国
の
国
際
的
立
場
か
ら
当
然
必
要
で
あ
り
、
ま
た
有
効
な
方
法
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
わ
が
国
政
府
と
東
洋
銀
行
と
の
間
に
、
日
本
貨
幣
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
し
て
、
そ
の
案
文
が
香
港
駐

在
の
安
藤
領
事
よ
り
送
ら
れ
て
来
て
い
る
こ
と
も
、
ま
た
日
本
銀
貨
の
海
外
に
お
け
る
信
認
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
外
国
銀
行
に

よ
る
品
位
検
査
を
必
要
と
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
「
日
本
帝
国
政
府
ト
東
洋
銀
行
ノ
罰
二
結
盟
ス
ル
約
定
書
案
。
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日
本
、
支
那
及
ヒ
典
他
ノ
外
国
貿
易
ノ
為
メ
ニ
開
キ
タ
ル
諸
港
二
於
テ
、
日
本
貨
幣
ノ
外
国
流
通
貨
幣
ト
シ
テ
一
般
流
通
セ
ン

　
コ
ト
ヲ
、
一
層
容
易
ナ
ラ
シ
メ
ン
カ
為
メ
、
我
輩
即
チ
大
蔵
鄕
大
隈
重
信
八
日
本
政
府
ノ
為
メ
ニ
、
東
洋
銀
行
社
員
タ
ル
「
ジ
ョ

　
ン
・
ロ
ベ
ル
ト
ソ
ン
」
ハ
東
洋
銀
行
ノ
為
メ
ニ
、
爰
二
左
ノ
条
々
ヲ
盟
約
ス
。

　
　
第
一
条
、
東
洋
銀
行
ハ
依
然
是
迄
ノ
通
リ
、
日
本
帝
国
造
幣
局
ノ
為
メ
ニ
外
国
銀
行
者
タ
ル
可
シ
。

　
　
第
二
条
、
造
幣
局
ニ
テ
鋳
造
セ
シ
貨
幣
ハ
総
テ
、
東
洋
銀
行
ノ
神
戸
支
店
ノ
手
ヲ
経
可
シ
。

　
　
第
三
条
、
東
洋
銀
行
ハ
性
合
ノ
善
悪
ヲ
検
査
セ
ン
為
メ
ニ
、
鋳
造
貨
幣
百
分
中
若
干
ヲ
勝
手
二
撰
取
リ
、
試
験
分
析
ヲ
行
ヒ
、

　
而
シ
テ
之
レ
ヲ
簿
冊
二
留
ム
可
シ
。

　
　
第
四
条
、
第
三
条
二
従
ヒ
、
撰
取
ノ
上
分
析
セ
シ
試
験
片
ハ
東
洋
銀
行
二
留
メ
置
キ
、
造
テ
造
幣
局
官
吏
ノ
求
メ
ニ
応
シ
テ
渡

　
ス
可
シ
。

　
　
第
五
条
、
東
洋
銀
行
ハ
試
験
分
析
及
ヒ
検
査
等
ノ
為
メ
ニ
手
数
料
ヲ
求
メ
ス
、
鋳
造
総
額
ノ
百
分
一
ノ
八
分
一
ヲ
造
幣
局
ョ
リ

　
領
収
ス
可
シ
。

　
　
第
六
条
、
若
シ
造
幣
局
官
吏
此
約
定
二
背
ク
コ
ト
ア
ル
ニ
於
テ
ハ
、
東
洋
銀
行
八
万
事
其
ノ
随
意
二
所
分
ス
可
シ
。

　
　
第
七
条
、
約
定
期
限
八
日
附
ョ
リ
後
何
年
ノ
間
ト
ス
、
但
シ
此
約
定
ハ
東
洋
銀
行
取
締
役
ノ
責
二
任
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
」

　
わ
が
国
の
造
幣
寮
の
鋳
造
技
術
が
、
外
人
技
師
の
指
導
の
下
に
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
鋳
造
貨
幣
が
英
米
の
造
幣
局
あ
る
い
は
外
国

銀
行
の
分
析
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
、
海
外
に
お
け
る
日
本
貨
幣
に
対
す
る
信
認
を
確
保
す
る
に
つ
い
て
、
主
要
な
条
件
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
地
位
に
お
か
れ
て
い
た
日
本
円
錐
が
、
香
港
お
よ
び
中
国
南
部
諸
港
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
評
価
を
受
け
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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明
治
七
年
（
一
八
七
四
年
）
十
月
以
後
約
三
ヵ
月
間
、
上
海
交
換
所
設
立
準
備
の
た
め
、
第
一
国
立
銀
行
の
松
田
源
五
郎
と
陽
其

二
が
、
上
海
お
よ
び
香
港
に
お
け
る
、
日
本
銀
貨
の
流
通
状
態
を
調
査
し
た
。
彼
等
に
よ
る
香
港
か
ら
の
、
十
一
月
五
日
付
の
報
告

書
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
「
第
一
、
当
港
通
用
之
貨
幣
ハ
、
元
当
地
二
於
テ
鋳
造
シ
タ
ル
銀
貨
銅
貨
ヲ
以
主
ト
ス
レ
ト
モ
、
其
高
不
多
二
依
リ
、
欧
米
各

　
国
ノ
貨
幣
ヲ
交
雑
シ
、
普
通
相
場
ヲ
以
差
支
ナ
ク
流
通
ス
ル
中
ニ
、
現
今
ス
ケ
ー
ル
弗
専
ラ
通
用
致
候
事
。

　
　
第
三
、
日
本
銀
貨
之
流
通
ハ
、
日
用
小
払
等
ノ
取
引
二
一
切
差
支
ナ
シ
、
尚
領
事
公
館
ノ
経
費
モ
以
後
ハ
我
銀
貨
ヲ
以
テ
、
大

　
蔵
省
ョ
リ
逓
送
相
成
度
旨
ヲ
上
申
可
致
云
々
、
安
藤
領
事
ノ
説
ア
リ
。
然
レ
ト
モ
多
数
ノ
高
ハ
何
分
ノ
打
銀
ヲ
出
サ
サ
レ
ハ
、
請

　
人
二
於
テ
必
ス
拒
ム
ノ
権
ア
ル
ナ
リ
。
（
此
打
銀
百
円
二
付
五
拾
銭
ョ
リ
一
円
位
）
此
ヲ
拒
ム
ノ
権
ア
ル
ハ
、
先
般
当
奉
行
所
二

　
於
テ
日
本
銀
貨
ノ
性
質
及
量
目
等
ヲ
試
験
シ
、
銀
位
ノ
純
質
ナ
ル
コ
ト
ヲ
詳
悉
シ
、
左
ノ
量
目
比
較
表
ヲ
出
示
セ
リ
。

　
　
　
　
量
目
比
較
表

　
メ
キ
シ
コ
ド
ル
ラ
ル
　
　
九
百
九
拾
七
弗
五
十
セ
ン
ト
　
　
四
拾
壱
万
七
千
グ
レ
ー
ン

　
ス
ケ
ー
ル
ド
ル
ラ
ル
　
　
九
百
九
拾
五
弗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
ッ
レ
ド
ド
ル
ラ
ル
　
　
　
九
百
九
拾
弗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″

　
日
本
銀
円
　
　
　
　
　
　
千
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″

　
　
右
二
付
、
メ
キ
シ
コ
及
ス
ケ
ー
ル
ト
ル
ラ
ル
ト
同
等
二
通
用
差
支
ナ
キ
事
ノ
公
告
ヲ
黙
止
タ
ル
由
、
香
港
ヲ
リ
ー
ン
タ
ル
バ
ン

　
ク
支
配
人
ノ
説
ナ
リ
。
依
テ
多
数
ノ
取
渡
二
差
支
ヲ
生
シ
候
事
。

　
　
但
此
量
目
比
較
ノ
明
瞭
ナ
ラ
サ
ル
事
ヲ
、
右
支
配
人
二
質
問
シ
タ
ル
ニ
、
同
人
モ
メ
キ
シ
コ
・
ス
ケ
ー
ル
ド
ル
等
二
同
量
ナ
ル
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（
註
1
0
）

　
　
事
ハ
詳
知
セ
シ
趣
ナ
リ
。
日
本
政
府
ョ
リ
香
港
奉
行
役
へ
、
一
応
談
判
相
成
度
旨
ヲ
順
二
勧
誘
セ
リ
。
」

　
ま
た
、
当
時
香
港
副
領
事
の
安
藤
太
郎
は
、
十
一
月
六
日
付
の
公
信
を
も
っ
て
、
第
一
国
立
銀
行
員
の
来
着
を
報
ず
る
と
共
に
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
「
持
泰
之
円
銀
五
千
枚
、
墨
銀
二
交
換
仕
候
処
、
円
銀
百
枚
二
付
墨
銀
（
鷲
秤
ノ
別
ナ
ク
）
九
拾
元
元
五
拾
銭
二
引
替
中
候
。

　
然
ル
処
右
収
入
之
円
銀
者
、
香
港
通
用
之
為
二
非
ス
シ
テ
福
州
直
門
近
傍
へ
輸
出
之
由
、
松
田
等
之
見
込
ト
者
少
々
矛
盾
之
様
相

　
見
申
候
。
併
当
地
二
於
テ
八
円
墨
之
間
殆
ト
差
違
ナ
キ
姿
、
前
申
上
候
五
厘
之
引
ケ
モ
、
全
ク
銀
行
引
替
之
手
数
料
卜
申
居
候
」

　
こ
れ
ら
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
香
港
に
お
い
て
は
、
日
本
銀
貨
は
洋
銀
と
殆
ど
等
価
に
流
通
し
て
は
い
る
か
、
小
額
取
引
の
決
済
に

の
み
用
い
ら
れ
て
お
り
、
無
制
限
の
通
用
力
を
保
持
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
日
本
銀
貨
の
多
く
は
香
港
に
流
通
す
る
よ
り

も
、
中
国
南
部
諸
港
に
送
ら
れ
る
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
円
銀
に
代
っ
て
、
明
治
八
年
二
月
よ
り
発
行
さ
れ
た
新
貿
易
銀
は
、
円
銀
よ
り
も
四
グ
レ
ー
ン
量
目
を
増
し
た
銀
貨
で
あ
り
、
こ

れ
に
よ
っ
て
日
本
銀
貨
の
海
外
流
通
力
を
弦
化
し
よ
う
と
す
る
目
的
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
政
府
は
香
港
其

他
の
地
域
に
お
い
て
、
新
貿
易
銀
を
公
認
通
貨
と
す
る
政
策
を
進
め
つ
つ
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
そ
の
詳
細
な
事
項
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
香
港
領
事
安
藤
太
郎
か
ら
、
サ
イ
ゴ
ン
総
督
ラ
ラ
ォ
ン
（
L
a
f
o
n
t
）
宛
の
、
明
治
十
一
年
三
月
二
十
五
日

付
の
、
書
翰
に
、

　
　
　
「
大
阪
造
幣
寮
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
日
本
貿
易
銀
が
、
ラ
ラ
ン
ス
の
当
植
民
地
に
お
い
て
、
法
貨
た
る
こ
と
を
布
告
さ
れ
る

　
よ
う
閣
下
に
お
願
い
し
た
い
。
こ
の
貨
幣
は
実
質
的
に
他
の
国
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
同
様
の
貨
幣
と
等
し
い
重
量
品
位
を
も
ち

　
表
面
に
そ
の
旨
が
表
示
さ
れ
て
あ
る
。
さ
ら
に
、
私
は
香
港
お
よ
び
シ
ソ
ガ
ポ
ー
ル
の
英
国
植
民
地
当
局
に
も
、
こ
の
貨
幣
を
、
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こ
れ
ら
の
植
民
地
に
お
い
て
法
貨
と
せ
ら
れ
る
よ
う
申
出
て
い
る
。
香
港
総
督
ヘ
ネ
シ
ー
（
J
｡
　
　
P
o
p
e

H
e
n
n
e
s
s
y
）
氏
は
こ
の

　
こ
と
に
つ
い
て
、
積
極
的
方
策
を
と
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
附
言
し
た
い
。
私
は
こ
の
重
要
な
る
問
題
に
つ
き
御
好
意
あ
る
配
慮

　
を
賜
わ
ら
ん
こ
と
を
念
願
す
る
。
」

　
と
あ
る
よ
う
に
、
す
で
に
、
こ
の
書
状
の
発
信
以
前
に
、
香
港
総
督
に
対
し
て
も
、
新
貿
易
銀
の
法
貨
認
許
を
依
頼
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
八
七
八
年
（
明
治
十
一
年
）
二
月
二
十
八
日
、
横
浜
東
洋
銀
行
の
イ
・
ゼ
・
リ
ー
ド
（
E
.

J
.

R
e
i
d
）
が
、

　
　
　
「
香
港
政
府
ニ
テ
、
終
二
日
本
貿
易
銀
ヲ
合
法
貨
幣
ト
ナ
ス
コ
ト
ニ
意
想
ヲ
傾
ケ
タ
リ
、

　
　
香
港
ニ
ア
ル
我
銀
行
ノ
支
配
人
ヨ
リ
、
英
国
郵
船
ヲ
以
テ
「
ロ
ス
セ
ル
」
（
R
u
s
s
e
l
）
氏
二
寄
セ
シ
前
便
ノ
報
ス
ル
所
二
依
レ

　
ハ
、
同
地
ノ
鎮
台
ハ
諸
銀
行
衆
会
ノ
席
二
出
テ
テ
、
同
地
二
於
テ
日
本
貿
易
銀
ヲ
洋
銀
（
メ
キ
シ
カ
ン
ド
ル
ラ
ル
）
ト
同
価
ニ
、
合

　
法
貨
幣
ト
シ
テ
採
用
ス
ベ
キ
利
害
得
失
二
付
テ
、
倶
二
討
論
衆
議
セ
ン
ト
ノ
意
ナ
リ
ト
。
（
尤
モ
此
衆
会
ハ
右
郵
船
彼
地
出
帆
ノ

　
当
日
東
洋
銀
行
ニ
テ
相
催
ス
由
）

　
　
仏
国
郵
船
明
日
着
港
ノ
当
日
ナ
レ
ハ
、
定
メ
テ
衆
会
ノ
模
様
結
局
モ
聞
知
ス
ル
ヲ
得
ベ
ク
、
尚
ホ
其
節
ハ
不
取
敢
報
道
ス
ル
所

　
　
　
　
（
註
1
3
）

　
ア
ル
ベ
シ
」

と
、
大
隈
重
信
宛
の
書
翰
に
述
べ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
香
港
政
庁
は
、
日
本
貿
易
銀
を
法
貨
と
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
香
港
に

お
け
る
外
国
銀
行
の
意
見
を
徴
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
外
国
銀
行
の
討
議
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
リ
ー
ド
が
三
月
二
日
付
の
手
紙
を
も
っ
て
、
大
隅
重
信
に
報
告
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
フ
八
七
八
年
二
月
十
九
日
、
東

洋
銀
行
、
チ
ャ
タ
ル
ド
・
メ
ル
カ
ン
タ
イ
ル
・
バ
ン
ク
、
チ
ャ
タ
ル
ド
・
バ
ン
ク
・
オ
プ
・
イ
ン
デ
ア
、
香
港
上
海
銀
行
、
ナ
シ
’

ナ
ル
・
バ
ン
ク
・
オ
フ
・
イ
ソ
デ
ア
（
Ｏ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
ａ
ｌ
　
Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
　
Ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｏ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
。
　
Ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
ｒ
ｅ
ｄ
　
Ｍ
ｅ
ｒ
ｃ
ａ
ｎ
ｔ
ｉ
ｌ
ｅ
　
Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
｡
　
Ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
ｒ
ｅ
ｄ
　
Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
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）
の
連
名
で
、
日
本
貿
易

銀
を
法
貨
と
し
て
公
認
す
る
こ
と
に
反
対
の
答
申
書
が
、
在
香
港
英
政
府
書
記
官
宛
に
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
「
抑
モ
日
本
ノ
貿
易
銀
タ
ル
、
当
植
民
民
ノ
通
貨
ニ
ハ
適
中
ス
ル
ト
雖
モ
、
熟
々
考
フ
ル
ニ
曽
テ
当
地
ノ
商
法
会
議
所
並
二
諸

　
銀
行
ノ
代
理
人
等
ョ
リ
申
立
シ
、
「
ブ
リ
チ
ッ
シ
・
ド
ル
ラ
ル
（
英
国
ノ
弗
卜
云
フ
義
）
鋳
造
ノ
儀
モ
、
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
ト
レ
イ

　
ド
・
ド
ル
ラ
ル
」
　
（
亜
米
利
加
ノ
貿
易
弗
卜
云
フ
義
）
採
用
ノ
コ
ト
モ
、
両
ツ
ナ
カ
ラ
未
タ
本
国
政
府
ノ
決
議
セ
サ
ル
所
ナ
レ
ハ
、

　
我
輩
社
員
ハ
、
目
今
日
本
貿
易
銀
ヲ
合
法
貨
幣
ト
シ
テ
採
用
ス
ベ
キ
コ
ト
ヲ
主
張
ス
ル
ノ
意
ナ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
実
二
之
レ
ヲ
採

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
4
）

　
用
ス
ル
ノ
期
太
タ
早
シ
ト
思
考
ス
、
依
テ
具
陳
ス
ル
コ
ト
此
ノ
如
シ
。
」

　
香
港
に
お
け
る
外
国
諸
銀
行
の
意
見
は
、
日
本
貿
易
銀
を
法
貨
と
す
る
こ
と
を
時
期
尚
早
と
す
る
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
場
合
、

問
題
と
な
っ
た
貨
幣
は
、
新
貿
易
銀
で
あ
っ
て
、
一
円
銀
で
は
な
か
っ
た
。
四
一
六
グ
レ
ィ
ン
の
円
銀
に
代
え
て
、
四
二
〇
グ
レ
ィ

ン
の
貿
易
銀
を
発
行
し
た
こ
と
が
、
却
っ
て
、
わ
が
国
貨
幣
制
度
の
不
安
定
の
印
象
を
与
え
る
結
果
と
な
り
、
日
本
銀
貨
の
海
外
へ

の
流
通
に
不
利
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
一
八
七
七
年
（
明
治
十
年
）
十
二
月
十
二
日
の
ジ
ャ
パ
ン
・
ガ
ゼ
ッ
ト
は
、
ス
ト
レ
ィ
ツ
・
タ
イ
ム
ス
（
S
t
r
a
i
t
s

T
i
m
e
s
）
新

聞
の
記
事
を
転
載
し
て
、

　
　
　
「
日
本
円
銀
ト
米
国
貿
易
銀
ト
墨
銀
ト
ノ
三
者
ハ
、
当
国
ノ
合
法
貨
幣
ナ
リ
。
然
ル
二
日
本
貿
易
銀
ハ
当
諸
島
ノ
合
法
貨
幣
ニ

　
ア
ラ
ス
」

と
、
海
峡
植
民
地
に
お
い
て
、
妖
気
易
銀
は
円
銀
に
代
位
し
得
な
い
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

　
一
八
七
八
年
八
月
二
十
一
日
、
英
国
商
人
ジ
’
ン
・
ピ
″
ト
マ
ン
（
Ｊ
ｏ
ｈ
ｎ
　
Ｐ
ｉ
ｔ
ｍ
ａ
ｎ
）
は
上
海
か
ら
の
書
状
に
、
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「
千
八
百
七
十
四
年
、
東
洋
銀
行
力
日
本
ノ
円
銀
ヲ
シ
テ
、
香
港
ノ
合
法
貨
幣
ト
ナ
ス
ヘ
キ
旨
ノ
令
ヲ
発
セ
シ
メ
ン
カ
為
メ

　
ニ
、
其
議
二
関
渉
セ
シ
時
二
際
シ
、
同
地
ノ
大
弁
事
（
ア
ト
ル
ネ
ー
・
セ
ネ
ラ
ー
ル
）
ナ
ル
者
、
同
銀
行
二
告
ケ
テ
云
ク
、
同
所
鎮

　
台
ハ
如
何
ナ
ル
「
ド
ル
ラ
ル
」
貨
タ
リ
ト
モ
、
其
量
目
並
二
性
合
ト
モ
「
メ
キ
シ
カ
ン
・
ド
ル
ラ
ル
」
　
（
洋
銀
）
ニ
均
シ
キ
モ
ノ

　
ハ
、
之
レ
ヲ
合
法
貨
幣
ト
定
ム
ヘ
キ
令
ヲ
発
ス
ル
権
ア
リ
ト
、
且
ツ
又
云
ク
「
メ
キ
シ
カ
ン
・
ド
ル
ラ
ル
」
ハ
、
四
百
拾
五
「
ゲ

　
レ
ー
ン
」
　
（
ト
ロ
イ
）
百
分
ノ
九
十
六
ノ
定
量
ノ
モ
ノ
ト
思
考
セ
ラ
ル
ル
ナ
リ
ト
。

　
　
是
二
依
テ
賤
子
ハ
香
港
着
ノ
上
、
直
様
同
所
鎮
台
へ
此
儀
ヲ
申
入
レ
ン
コ
ド
ヲ
欲
ス
。
何
ト
ナ
レ
ハ
、
日
本
円
銀
ノ
如
キ
ハ
、

　
其
量
目
タ
ル
四
百
拾
六
「
ゲ
レ
ー
ン
」
　
（
ト
ロ
イ
）
　
ニ
シ
テ
、
即
チ
「
メ
キ
シ
カ
ン
・
ド
ル
ラ
ル
」
ト
同
等
同
一
ナ
レ
ハ
ナ
リ
。

　
　
且
ツ
夫
レ
「
メ
キ
シ
カ
ン
・
ド
ル
ラ
ル
」
ト
同
等
同
一
ナ
ル
カ
故
ニ
、
却
テ
彼
ノ
四
百
二
十
「
ゲ
レ
ー
ン
」
　
（
ト
ロ
イ
）
ノ
量

　
目
ナ
ル
貿
易
銀
ョ
リ
モ
、
香
港
殖
民
地
ノ
法
令
ト
符
合
ス
ル
ト
コ
ロ
一
層
近
接
ナ
リ
。

　
　
賤
子
亦
タ
当
地
ニ
ア
ル
香
港
上
海
銀
行
ノ
支
配
人
ト
面
談
セ
シ
ニ
、
同
人
ハ
目
下
ノ
状
況
二
依
レ
ハ
、
実
二
日
本
円
銀
ハ
南
文

　
那
二
於
テ
通
貨
ト
ナ
ス
ヘ
キ
、
最
良
ノ
貨
幣
タ
ル
コ
ト
ニ
付
テ
、
充
分
同
意
一
致
ス
ル
所
ト
ナ
レ
リ
」

と
、
大
隈
重
信
に
書
き
送
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
八
七
八
年
五
月
二
日
の
ジ
ャ
パ
ン
・
ガ
ゼ
ッ
ト
が
、

　
　
「
吾
曹
ハ
『
ペ
ー
ナ
ン
』
（
マ
ラ
ツ
カ
海
峡
中
ノ
ー
島
ニ
シ
テ
則
チ
英
国
殖
民
地
ナ
リ
）
ニ
於
テ
、
其
合
法
貨
幣
ト
ナ
ス
コ
ト
ヲ
拒
ミ

　
シ
『
ド
ル
ラ
ル
』
ハ
、
則
チ
日
本
ノ
新
貿
易
銀
ニ
シ
テ
、
其
円
銀
ニ
ア
ラ
サ
ル
コ
ト
ヲ
知
レ
リ
」

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
新
貿
易
銀
は
四
グ
レ
イ
ン
の
増
量
に
よ
っ
て
、
決
し
て
そ
の
流
通
力
を
増
加
し
得
る
も
の
で
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
同
年
六
月
八
日
の
ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム
ス
も
、
日
本
貿
易
銀
の
海
外
流
通
の
拡
大
を
印
か
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
述
こ
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と
を
べ
、

　
　
「
外
国
銀
行
並
二
外
商
輩
カ
、
日
本
貿
易
銀
ヲ
以
テ
支
那
地
方
ノ
通
貨
ト
ナ
サ
ン
カ
為
メ
ニ
、
周
旋
尽
カ
ス
ル
ト
云
フ
カ
如
キ

　
ハ
、
是
又
誤
解
タ
ル
ヲ
免
レ
ス
。

　
　
曽
テ
前
ノ
東
京
銀
行
ノ
支
配
人
タ
リ
シ
「
ロ
べ
ル
ト
ソ
ン
」
氏
カ
、
日
本
政
府
二
忠
告
シ
、
以
テ
東
洋
ノ
通
貨
ト
ナ
サ
ン
ト
セ

　
シ
貨
幣
八
円
銀
ニ
シ
テ
、
其
図
形
ヲ
除
ク
外
ハ
総
テ
洋
銀
ト
同
様
ノ
モ
ノ
タ
リ
。
唯
図
形
二
於
テ
ハ
、
円
銀
ノ
方
洋
銀
ョ
リ
優
リ

　
タ
ル
所
ア
リ
シ
而
己
。
目
今
東
洋
ノ
貿
易
上
二
於
テ
要
用
ト
ス
ル
所
ノ
貨
幣
ハ
、
則
チ
此
円
銀
ニ
シ
テ
、
此
貨
幣
コ
ソ
外
商
等
ヵ

　
東
洋
ノ
通
貨
ト
ナ
サ
ン
カ
為
メ
ニ
、
周
旋
尽
カ
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ナ
リ
。

　
　
日
本
政
府
カ
以
上
吾
儕
ノ
説
ク
所
二
信
服
シ
、
大
阪
造
幣
局
二
命
シ
テ
、
円
銀
ヲ
発
行
ス
ル
ニ
至
ル
迄
ハ
、
日
本
貨
幣
ヵ
洋
銀

　
ノ
位
置
ヲ
占
メ
、
代
用
セ
ラ
ル
ル
ニ
至
ル
コ
ト
ヲ
希
望
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」

と
、
一
円
銀
こ
そ
、
洋
銀
の
対
抗
貨
幣
た
り
得
る
資
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。

　
明
治
十
一
年
十
一
月
二
十
六
日
、
新
貿
易
銀
の
鋳
造
を
停
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
再
び
日
本
銀
貨
の
海
外
流
通
問
題
は
一
円
銀

を
対
象
と
す
る
に
至
っ
た
。
明
治
政
府
の
経
済
政
策
が
、
そ
の
経
験
主
義
的
立
場
に
し
た
が
っ
て
、
し
ば
し
ば
変
更
さ
れ
て
い
る

が
、
日
本
銀
貨
を
国
際
通
貨
た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
、
通
貨
政
策
の
う
ち
に
も
、
同
様
な
変
更
修
正
の
過
程
が
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
政
策
の
変
転
の
結
果
、
明
治
十
二
年
七
月
二
十
六
日
の
ジ
ャ
パ
ン
・
ガ
ゼ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、

　
　
「
も
し
円
銀
が
、
ク
リ
ー
ン
・
メ
キ
シ
コ
弗
に
比
較
し
て
、
明
確
な
信
頼
し
得
る
価
値
を
も
つ
も
の
で
あ
れ
ば
、
常
に
そ
の
明

　
確
な
価
値
に
し
た
が
っ
て
流
通
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
円
錐
は
現
在
何
ら
確
定
し
た
基
準
を
も
っ
て
い
な
い
。
最
初
に
鋳
造

　
さ
れ
た
円
銀
は
、
後
に
発
行
さ
れ
た
貿
易
銀
お
よ
び
新
円
銀
と
、
梢
異
っ
た
実
質
価
値
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
後
の
二
者
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も
、
そ
れ
ぞ
れ
相
違
し
て
い
た
。
か
く
し
て
日
本
円
銀
に
は
三
種
の
異
る
価
値
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
最
初
の
貨
幣
は
、

　
東
洋
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
い
る
貨
幣
、
す
な
わ
ち
メ
キ
シ
コ
弗
よ
り
稍
劣
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
第
二
の
も
の
は
稍
優

　
れ
て
お
り
、
第
三
の
も
の
は
第
一
の
も
の
よ
り
、
僅
か
に
量
目
の
多
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
価
値
に
す
で
に
三
回
の
変
更
が

　
あ
っ
た
よ
う
に
、
今
後
の
発
行
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
価
値
の
変
動
が
あ
り
得
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
円
銀
が
メ
キ
シ
コ
弗
と
平
価
に
て
、
流
通
せ
し
め
ら
れ
る
場
合
、
殊
に
日
本
円
銀
が
輸
出
さ
れ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
9
）

　
の
あ
り
得
る
貨
幣
と
見
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
慎
重
な
検
査
、
鑑
定
を
必
要
な
ら
し
め
る
。
」

と
い
う
よ
う
な
批
判
を
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
第
一
の
貨
幣
と
は
、
明
治
四
年
の
新
貨
条

例
に
も
と
づ
い
て
発
行
さ
れ
た
一
円
銀
貨
を
指
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
第
二
の
貿
易
銀
は
、
明
治
八
年
発
行
の
四
二
〇

グ
レ
イ
ン
の
新
貿
易
銀
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
の
新
円
銀
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
明
治
七
年
三
月
に
図
形
が
改
正
さ
れ
、

明
治
十
一
年
新
貿
易
銀
の
廃
止
後
再
び
発
行
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
貿
易
一
円
銀
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
第

一
の
円
銀
と
第
三
の
改
正
円
銀
は
、
造
幣
規
則
に
よ
れ
ば
、
い
づ
れ
も
四
一
六
グ
レ
イ
ン
、
九
〇
〇
位
で
あ
っ
て
、
そ
の
間
に
何
等

差
異
の
あ
る
筈
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
、
造
幣
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
公
差
の
限
界
に
近
い
貨
幣
を
減
少
せ
し
め
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
「
造
幣
寮
首
長
第
一
号
年
報
書
」
は
、
造
幣
寮
の
設
備
の
不
足
、
地
金
銀
の
不
良
の
た
め
に
、
貨
幣
の
品
位
を
保
全
す
る
こ
と
の

困
難
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
造
幣
寮
開
業
以
来
、
明
治
五
年
七
月
十
八
日
ま
で
に
鋳
造
し
た
一
円
銀
貨
の
平
均
品
位
は
八
九

八
・
六
六
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
明
治
四
年
八
月
四
日
よ
り
五
年
六
月
末
ま
で
の
間
に
鋳
造
し
た
銀
円
の
平
均
品
位
は
、
八
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
0
）

九
・
七
〇
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
て
お
り
、
造
幣
技
術
の
進
歩
を
示
し
て
い
る
。
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い
づ
れ
に
し
て
も
、
右
の
ジ
ャ
パ
ン
・
ガ
ゼ
ッ
ト
の
批
評
は
、
わ
が
国
の
一
円
銀
に
関
す
る
政
策
に
、
し
ば
し
ば
変
更
が
あ
っ
た

こ
と
に
対
す
る
海
外
の
印
象
を
、
端
的
に
表
明
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
明
治
十
一
年
に
新
貿
易
銀
が
廃
止
さ
れ
た
後

は
、
一
円
銀
の
発
行
が
、
明
治
三
十
年
に
至
る
ま
で
継
続
さ
れ
、
香
港
、
海
峡
植
民
地
等
に
お
い
て
、
メ
キ
シ
コ
弗
に
比
肩
し
得
る

貨
幣
と
し
て
注
目
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
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三
、
香
港
商
業
会
議
所
に
お
け
る
円
銀
論
議

　
香
港
総
督
の
ジ
ョ
ン
・
ポ
ー
プ
・
ヘ
ネ
シ
ー
（
J
o
h
n

P
o
p
e
H
e
n
n
s
s
s
y
）
が
、
明
治
十
二
年
七
月
、
日
本
に
来
訪
し
た
こ
と
は

日
本
社
会
の
一
部
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
円
銀
を
香
港
に
お
け
る
法
貨
と
す
る
上
に
、
支
援
を
受
け
る
に
最
も
好
い
機
会
と
考
え
ら

れ
た
。
事
実
一
八
八
〇
年
（
明
治
十
三
年
）
二
月
二
十
四
日
に
開
か
れ
た
香
港
商
業
会
議
所
の
会
合
に
、
円
銀
を
合
法
貨
幣
と
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
１
）

き
提
案
が
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
香
港
に
お
い
て
、
日
本
円
銀
が
ど
の
よ
う
な
評
価
を
受
け
て
い
た
か
は
、
二
月
二
十
四
日
の
デ
ィ
リ
ー
・
プ
レ
ス
（
D
a
i
l
y

P
r
e
s
s
）
に
掲
載
さ
れ
た
、
こ
の
会
議
所
に
お
け
る
討
論
の
内
容
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
ず
ラ
イ
リ
ー
（
H
o
n
.

P
.

R
v
r
i
.
e
）
は
円
銀
流
通
に
賛
成
し
、
日
本
貨
幣
の
品
位
が
維
持
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
従
来
論
議
さ
れ
て
来
た
こ
と
に
反
駁
し
、
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品
位
に
つ
い
て
、
日
本
政
府
の
保
証
を
得
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
「
日
本
円
に
つ
い
て
は
、
当
会
議
所
に
お
い
て
長
く
論
議
さ
れ
て
来
た
。
会
員
の
大
部
分
の
意
見
は
、
そ
れ
に
反
対
で
あ
っ

　
た
。
そ
の
主
な
る
理
由
は
、
当
地
あ
る
い
は
当
会
議
所
に
お
い
て
、
日
本
政
府
が
そ
の
貨
幣
の
品
位
を
確
実
に
維
持
し
得
る
か
否

　
か
に
つ
い
て
、
充
分
な
る
信
頼
を
も
ち
得
な
か
っ
た
点
に
あ
る
。
…
…
私
は
日
本
造
幣
寮
の
首
長
で
あ
っ
た
キ
ン
ダ
ー
氏
と
も
、

　
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
会
談
し
た
。
そ
し
て
私
は
、
そ
の
貨
幣
の
品
位
の
維
持
に
関
し
て
、
最
も
完
全
な
信
頼
の
お
け
る
保
証
が
、

　
日
本
政
府
か
ら
得
ら
れ
る
と
信
じ
て
い
る
。
…
…

　
　
こ
れ
ら
の
貨
幣
が
現
在
福
州
、
広
東
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ピ
ナ
ン
に
お
い
て
、
授
受
さ
れ
て
い
る
の
で
、
私
は
、
こ
の
問
題
を

　
再
び
採
り
あ
げ
る
時
期
に
到
達
し
た
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
会
議
所
は
、
そ
の
問
題
を
採
り
あ
げ
た
場
合
に
は
、
以
前

　
に
得
た
結
論
と
は
異
っ
た
も
の
に
到
達
す
る
こ
と
と
思
う
。
」

　
日
本
円
銀
が
福
州
お
よ
び
広
東
に
お
い
て
、
流
通
し
て
い
る
と
い
う
説
明
に
つ
い
て
、
果
し
て
、
そ
れ
が
関
税
お
よ
び
租
税
の
納

付
に
あ
た
っ
て
、
政
府
に
よ
っ
て
受
納
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
商
人
た
ち
に
よ
っ
て
受
取
ら
れ
る
の
か
、
あ
る

い
は
ま
た
、
制
限
さ
れ
た
額
に
お
い
て
の
み
受
払
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
質
問
が
、
会
頭
ケ
ス
ウ
ィ
ッ
ク
（
W
i
l
l
i
a
m

K
e
s
w
i
c
k
）

に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ラ
イ
リ
ー
は
彼
の
得
た
情
報
に
よ
れ
ば
、
福
州
に
お
い
て
円
銀
は
商
人
た
ち
に
よ
っ
て

受
取
ら
れ
て
い
る
と
答
え
、
又
デ
ィ
ｌ
コ
ン
（
D
e
a
c
o
n
）
も
円
銀
が
広
東
に
お
い
て
流
通
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
説
明
か
ら
、
日
本
銀
貨
が
南
支
那
の
貿
易
港
に
お
い
て
、
成
程
度
流
通
し
て
い
た
も
の
と
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

　
日
本
銀
貨
を
香
港
に
お
け
る
法
貨
と
す
る
こ
と
に
つ
き
、
賛
成
の
意
見
を
最
も
積
極
的
に
表
明
し
た
の
は
、
香
港
上
海
銀
行
の
支
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配
人
ジ
ャ
ク
ソ
ン
（
T
h
o
m
a
s
J
a
c
k
s
o
n
）
で
あ
っ
た
。
彼
は
次
の
よ
う
に
、
円
銀
の
流
通
に
よ
っ
て
貿
易
取
引
が
促
進
さ
れ
る
こ

と
、
お
よ
び
円
銀
の
品
位
に
つ
い
て
懸
念
す
る
必
要
の
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
「
厦
門
、
福
州
に
お
い
て
は
、
円
銀
は
他
の
い
づ
れ
の
通
貨
よ
り
も
好
ん
で
授
受
さ
れ
て
お
り
、
何
等
支
障
な
く
、
無
制
限
に

　
流
通
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
数
週
間
に
お
け
る
わ
れ
わ
れ
の
経
験
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
し
、
昨
年
も
、
彼
等
は
わ
れ
わ
れ

　
の
送
付
し
た
円
貨
を
す
べ
て
受
取
っ
た
。
又
海
峡
植
民
地
、
ピ
ナ
ン
に
お
い
て
も
円
貨
が
流
通
し
て
い
る
。
最
近
十
日
ほ
ど
以
前

　
に
、
香
港
上
海
銀
行
は
、
中
国
人
が
メ
キ
シ
コ
弗
よ
り
も
円
銀
を
好
み
、
そ
の
地
に
お
け
る
通
貨
は
、
ク
リ
ー
ン
、
メ
キ
シ
コ
弗

　
で
あ
っ
て
、
チ
ョ
ッ
プ
ド
弗
で
は
な
い
と
い
う
、
電
報
を
受
取
っ
た
。

　
　
沿
岸
諸
港
に
お
け
る
経
験
は
、
円
銀
に
と
っ
て
有
利
な
事
情
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
し
円
銀
を
香
港
に
流
通
せ
し
め

　
れ
ば
、
人
々
は
そ
れ
を
好
ん
で
使
用
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
今
後
日
本
と
の
貿
易
量
は
次
第
に
増
加
す
る
も
の
と
思
う
。
三
菱
汽
船
会
社
に
よ
っ
て
大
阪
と
の
直
通
航
路
が
開
始
さ
れ
、
大

　
規
模
の
船
積
が
行
わ
れ
る
に
至
っ
た
。
今
も
し
、
わ
れ
わ
れ
が
円
銀
を
当
地
に
通
貨
と
し
て
得
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
こ
の
通
商

　
路
に
対
し
て
大
い
な
る
恩
恵
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
円
銀
貨
幣
の
信
頼
性
に
関
し
て
は
ヽ
過
去
の
経
験
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
ヽ
私
は
現
在
疑
念
を
抱
く
余
地
は
な
い

　
と
思
う
。
日
本
人
は
現
在
世
界
的
に
も
優
秀
な
る
造
幣
所
を
も
っ
て
い
る
。
彼
等
は
定
期
的
に
彼
等
の
貨
幣
を
、
分
析
試
験
を
受

　
け
る
た
め
に
、
カ
ル
カ
ッ
タ
及
び
サ
ン
ラ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
造
幣
所
へ
送
っ
て
い
る
。
又
彼
等
は
そ
の
貨
幣
を
海
外
に
流
通
せ
し
め

　
る
こ
と
を
希
図
し
て
い
る
の
で
、
自
国
の
利
益
の
た
め
に
、
そ
の
鋳
貨
の
品
位
を
保
持
せ
し
め
よ
う
と
す
る
、
強
固
な
意
思
を
も

　
っ
て
い
る
。
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メ
キ
シ
コ
弗
に
関
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
ど
の
よ
う
な
保
証
を
得
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
何
ら
の
保
証
を
も
得
て
い
な
い
。
そ
れ

　
を
鋳
造
す
る
人
々
に
つ
い
て
も
、
何
ら
知
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
し
か
し
、
彼
ら
は
非
常
に
有
利
な
産
業
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
、

　
そ
の
貨
幣
は
品
位
に
よ
っ
て
常
に
市
場
性
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
品
位
を
維
持
す
る
こ
と
が
彼
ら
に
と
っ

　
て
利
益
と
な
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
明
白
な
る
理
由
で
あ
る
。

　
　
こ
の
よ
う
な
事
柄
に
つ
い
て
、
日
本
人
を
疑
う
こ
と
は
彼
等
に
対
し
て
不
公
正
な
こ
と
で
あ
る
。
彼
等
が
全
世
界
に
誓
約
を
行

　
っ
た
以
上
、
彼
等
は
不
名
誉
な
こ
と
は
絶
対
に
行
わ
な
い
国
民
で
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
、
彼
等
は
、
か
つ
て
、
彼
等
の
通
貨
に

　
対
し
て
濫
に
変
更
を
加
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
等
が
再
び
そ
の
よ
う
な
行
為
を
繰
返
さ
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い

　
て
、
ど
の
よ
う
な
保
証
を
得
ら
れ
る
の
か
と
い
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
以
前
の
場
合
と
現
在
の
場
合
と
は
同
一
で
は
な
い
。
彼
等
が
濫
に
改
変
を
行
っ
た
貨
幣
は
円
銀
で
は
な
く
、
日
本
の
旧
貨
幣
で

　
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
旧
貨
幣
は
、
彼
等
の
領
土
外
に
流
通
せ
し
め
る
た
め
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
又
新
政
府
が
漸
く
樹
立
さ
れ

　
た
ば
か
り
の
時
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
円
錐
に
つ
い
て
は
、
彼
等
は
、
日
本
国
内
に
お
け
る
流
通
を
求
め
る
の
で
な
く
、
中

　
国
お
よ
び
海
峡
植
民
地
に
お
け
る
流
通
を
希
望
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
は
円
銀
を
香
港
に
お
け
る
流
通
貨
幣
と
す
る
こ
と
が
望

　
ま
し
い
と
思
う
。
そ
し
て
、
当
会
議
所
は
そ
の
処
置
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
」

　
ラ
イ
リ
ー
も
、

　
　
「
わ
れ
わ
れ
自
身
の
弗
を
鋳
造
す
る
こ
と
が
、
さ
ら
に
良
策
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
に
は
殆
ん
ど
希
望
が
も
て
な
い
の
で
、
ジ

　
ャ
ク
ソ
ン
氏
の
意
見
に
し
た
が
っ
て
、
現
在
は
円
銀
を
認
め
る
こ
と
が
良
い
と
思
う
」

と
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
意
見
を
支
持
し
た
。
日
本
円
銀
の
香
港
に
お
け
る
流
通
を
公
認
す
る
こ
と
に
、
反
対
意
見
を
表
明
し
た
の
は
、
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チ
ャ
ー
タ
ー
ド
・
マ
ー
カ
ン
タ
イ
ル
・
バ
ン
ク
の
支
配
人
、
ネ
ル
ソ
ン
（
N
e
l
s
o
n
）
で
あ
っ
た
。
彼
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。

　
　
　
「
し
か
し
、
そ
れ
は
日
本
人
が
真
に
、
中
国
人
の
た
め
の
貨
幣
を
作
る
者
と
し
て
選
ば
れ
る
よ
う
な
、
歴
史
と
誠
実
性
と
利
害

　
関
係
を
も
つ
国
民
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
、
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
…
…
私
は
、
彼
等
は
そ
の
よ
う
な
国
民
で

　
は
な
い
と
い
う
意
見
で
あ
る
。
そ
し
て
、
日
本
と
当
地
の
間
の
為
替
を
同
等
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
利

　
益
の
た
め
に
、
非
常
な
障
碍
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
向
に
わ
れ
わ
れ
を
拘
束
す
る
こ
と
は
、
会
議
所
と
し
て
は
誤
謬
で
あ
る
と
信

　
（
註
６
）

　
じ
る
。
」

　
ネ
ル
ソ
ン
は
常
に
反
日
的
で
あ
っ
た
と
、
ハ
ウ
ス
も
（
E
.

H
.
H
o
u
s
e
）
大
隈
重
信
宛
の
書
状
の
中
で
批
評
し
て
い
る
。

　
論
議
の
末
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
、

　
　
　
「
当
会
議
所
は
、
本
国
政
府
が
、
日
本
円
銀
を
当
植
民
地
に
流
通
せ
し
め
る
た
め
の
処
置
を
施
す
よ
う
、
政
府
に
建
言
す
る
こ

　
と
」

と
提
議
を
行
っ
た
の
に
対
し
て
、
ネ
ル
ソ
ル
は
、
修
正
意
見
と
し
て
次
の
よ
う
に
提
案
し
た
。

　
　
「
会
議
所
の
委
員
会
は
、
日
本
円
銀
を
当
植
民
地
に
お
け
る
法
貨
た
ら
し
め
る
た
め
に
、
政
府
に
よ
っ
て
、
も
し
あ
る
と
す
れ

　
ば
、
如
何
な
る
方
策
が
と
ら
れ
て
来
た
か
と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
現
在
の
貨
幣
の
基
準
を
維
持
す
る
こ
と
に
つ
き
、
日
本
政
府
に

　
よ
っ
て
、
も
し
あ
る
と
す
れ
ば
、
如
何
な
る
保
証
が
提
供
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
よ
う
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
私
は
、
会
議
所
が
そ
の
よ
う
な
勧
告
を
行
う
前
に
、
そ
の
根
拠
を
十
分
に
確
め
、
そ
れ
を
完
全
な
る
確
信
を
も
っ
て
行
う
べ
き

　
で
あ
る
と
信
ず
る
。
私
自
身
は
日
本
貨
幣
に
つ
い
て
、
そ
の
よ
う
な
確
信
を
も
っ
て
い
な
い
。
」

と
、
日
本
貨
幣
の
品
位
に
関
す
る
保
証
が
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
意
見
を
強
く
表
明
し
、
シ
ャ
ー
ブ
（
Ｓ
ｈ
ａ
ｒ
ｐ
）
　
^
こ
れ
に
賛
同
し

120



た
。
幕
府
時
代
に
お
け
る
貨
幣
改
悪
、
明
治
初
期
に
お
け
る
劣
位
貨
幣
の
鋳
造
が
、
日
本
貨
幣
に
対
す
る
不
信
認
を
も
た
ら
す
原
因

と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
、
こ
れ
ら
日
本
貨
幣
の
品
位
保
証
を
日
本
政
府
に
対
し
て
要
求
す
べ
し
と
い
う
意
見
に
対
し
て
、

　
　
「
彼
等
は
最
良
の
保
証
を
与
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
貨
幣
は
、
年
々
又
は
六
ヵ
月
毎
に
、
サ
ン
ラ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
造
幣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
0
）

　
所
と
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
王
立
造
幣
所
へ
、
分
析
の
た
め
送
ら
れ
て
い
る
」

と
、
外
国
に
お
け
る
日
本
貨
幣
の
分
析
試
験
を
も
っ
て
、
最
も
確
実
な
る
保
証
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

　
日
本
貨
幣
に
対
す
る
不
信
認
の
理
由
は
、
品
位
の
問
題
の
み
で
は
な
か
っ
た
。
会
議
所
会
頭
で
あ
る
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ケ
ス
ウ
ィ
ッ

ク
（
W
i
一
l
i
a
mK
e
s
w
i
c
k
）
は
、
日
本
円
銀
を
香
港
に
導
入
す
る
こ
と
は
有
利
で
あ
る
と
認
め
は
す
る
が
、
日
本
銀
貨
の
鋳
造
が
永

続
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
と
の
疑
問
を
提
供
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
貨
幣
の
供
給
量
の
問
題
が
、
ま
た
論
議
の
対
象
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　
　
「
彼
等
は
、
こ
の
貨
幣
に
よ
っ
て
損
失
を
蒙
る
こ
と
な
し
に
は
、
こ
の
貨
幣
を
鋳
造
し
、
そ
れ
を
流
通
せ
し
め
る
こ
と
は
出
来

　
な
い
。
も
し
、
日
本
に
お
い
て
多
量
の
銀
が
産
出
さ
れ
、
円
貨
の
形
態
に
極
印
が
捺
さ
れ
、
そ
れ
に
流
通
性
が
与
え
ら
れ
る
こ
と

　
に
よ
っ
て
、
貨
幣
が
作
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
氏
の
い
う
よ
う
に
、
品
位
に
関
す
る
保
証
を
得
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

　
　
し
か
し
、
私
が
こ
の
問
題
を
理
解
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
日
本
は
、
そ
の
銀
貨
の
鋳
造
を
、
永
久
に
収
文
相
償
う
も
の
に
す
る
だ

　
け
の
銀
を
国
内
に
お
い
て
獲
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
も
し
日
本
が
銀
を
他
の
市
場
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
れ

　
ば
、
そ
の
発
行
が
永
続
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
」

　
彼
の
疑
問
に
対
し
て
は
、
ラ
イ
リ
ー
は
、

121 －-―-



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
2
）

　
　
「
小
銀
貨
お
よ
び
銅
貨
を
鋳
造
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
造
幣
寮
を
し
て
収
支
償
わ
し
め
る
よ
う
に
で
き
る
で
あ
ろ
う
」

と
答
え
、
ま
た
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
、

　
　
「
日
本
が
開
国
し
た
の
は
、
わ
ず
か
数
年
前
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
は
一
オ
ン
ス
の
銀
も
そ
の
国
に
輸
入
さ
れ
た
こ
と

　
は
な
か
っ
た
。
過
去
十
二
年
間
に
一
億
弗
の
価
値
の
銀
貨
（
古
銀
）
が
日
本
か
ら
輸
出
さ
れ
た
の
は
、
如
何
な
る
理
由
に
も
と
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
3
）

　
く
の
か
。
造
幣
寮
は
全
体
と
し
て
き
わ
め
て
有
利
な
る
事
業
で
あ
る
と
信
ず
る
」

と
、
日
本
銀
貨
の
供
給
力
を
弁
護
し
て
い
る
。

　
結
局
香
港
商
業
会
議
所
に
お
け
る
論
議
は
、
ネ
ル
ソ
ン
一
人
の
反
対
が
あ
っ
た
の
み
で
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
動
議
が
採
択
さ
れ
、
日

本
円
銀
の
香
港
に
お
け
る
流
通
を
公
認
す
る
よ
う
本
国
政
府
に
建
議
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
香
港
商
業
会
議
所
が
提
出
し
た
と
同
じ
趣
旨
の
請
願
書
が
、
約
二
百
名
の
中
国
商
人
、
そ
の
他
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
た
こ
と
を

"
C
h
i
n
a
O
v
e
r
l
a
n
d

T
r
a
d
e
R
e
p
o
r
t
'
。
（
失
日
）
が
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

　
　
「
古
い
メ
キ
シ
コ
弗
に
代
位
せ
し
め
る
た
め
に
大
阪
造
幣
寮
の
鋳
貨
を
、
法
貨
た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
強
い
要
求
が
、
こ
の
植

　
民
地
に
広
が
っ
て
い
る
。
…
…
日
本
は
自
国
の
通
貨
を
香
港
に
流
入
せ
し
め
る
こ
と
を
熱
望
し
て
お
り
、
又
そ
れ
は
正
し
い
こ
と

　
で
あ
り
、
メ
キ
シ
コ
弗
よ
り
は
る
か
に
す
ぐ
れ
た
貨
幣
で
あ
る
円
銀
に
対
し
て
何
等
反
対
は
あ
り
得
な
い
。
た
だ
わ
れ
わ
れ
に
と

　
っ
て
問
題
と
な
る
の
は
、
す
べ
て
の
貿
易
港
に
お
い
て
中
国
人
が
、
そ
れ
を
平
価
で
受
取
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
と
、
そ
の
貨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
4
）

　
幣
の
供
給
が
継
続
す
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
、
円
銀
と
メ
キ
シ
コ
弗
と
の
平
価
流
通
の
問
題
が
、
実
際
的
に
は
解
決
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た

円
銀
供
給
量
に
関
す
る
不
安
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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明
治
十
三
年
三
月
十
三
日
の
ジ
ャ
パ
ン
・
ガ
ゼ
ッ
ト
も
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
意
見
を
発
表
し
て
い
る
。

　
　
「
円
銀
鋳
造
の
継
続
問
題
は
、
重
要
な
利
害
関
係
を
も
つ
。
そ
し
て
も
し
そ
の
鋳
造
が
、
日
本
政
府
の
犠
牲
に
よ
っ
て
の
み
実

　
行
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
継
続
期
間
の
長
短
は
、
僅
少
り
銀
を
産
出
す
る
に
す
ぎ
な
い

　
国
に
よ
っ
て
、
海
外
流
通
の
た
め
の
銀
貨
を
鋳
造
し
よ
う
と
欲
す
る
虚
栄
に
対
し
て
、
認
め
ら
れ
る
価
値
の
程
度
に
よ
る
も
の
で

　
あ
る
」

と
、
日
本
円
銀
の
海
外
流
通
策
を
虚
栄
心
に
も
と
づ
く
も
の
の
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
批
判
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
香
港
商
業
会
議
所
に
お
け
る
討
議
の
結
果
、
日
本
円
銀
が
香
港
に
お
い
て
法
貨
た
り
得

る
希
望
が
、
一
応
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
会
議
所
か
ら
の
建
言
が
本
国
植
民
地
大
臣
の
賛
同
を
得
る
と
こ
ろ
と

な
ら
ず
、
そ
の
希
望
は
実
現
さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
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香
港
に
お
い
て
、
日
本
円
銀
が
法
貨
に
認
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
結
局
成
就
し
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
は
、
香
港
商
業
会
議
所
に
お

け
る
反
対
者
の
意
見
の
中
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
本
円
銀
の
品
位
と
供
給
量
に
対
す
る
信
頼
を
裏
付
け
る
に
足
る
根
拠
が
確
証

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
も
あ
る
が
、
さ
ら
に
香
港
が
経
済
的
に
中
国
の
一
部
と
も
い
う
べ
き
立
場
に
あ
り
、
広
東
、
福
州
、
厦
門
、

仙
頭
等
、
中
国
南
部
の
諸
地
方
と
密
接
な
経
済
関
係
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
土
地
の
中
国
商
人
の
、
貨
幣
に
関

す
る
慣
習
の
影
響
を
受
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
八
七
九
年
七
月
二
十
六
日
の
ジ
ャ
パ
ン
・
ガ
セ
ッ
ト
は
、
円
銀
の
法
貨
認
定
の
問
題
に
つ
い
て
、

　
「
中
国
人
及
其
他
の
人
々
は
、
日
本
造
幣
寮
の
印
章
又
は
刻
印
を
価
値
の
保
証
と
し
て
承
認
し
な
い
で
あ
ろ
う
、
そ
れ
は
十
分
な

　
る
保
証
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
仮
令
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
議
会
が
、
日
本
の
貨
幣
を
法
貨
と
す
べ
し
と
布
告
し
た
と
し
て
も
、

　
商
人
は
依
然
と
し
て
今
後
多
年
の
間
、
ド
ル
の
既
知
の
基
準
と
比
較
す
る
以
外
に
は
承
認
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
再
び
ド
ル

　
と
同
じ
く
、
そ
れ
は
馬
蹄
銀
に
鎔
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
香
港
の
行
動
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
沿
岸
及
び
国
内
市
場

　
の
中
国
人
に
対
し
て
、
如
何
な
る
影
響
を
も
及
ぼ
し
得
な
い
。
…
…

　
　
も
し
日
本
円
が
西
海
岸
或
は
厦
門
、
福
州
、
あ
る
い
は
台
湾
、
広
東
に
送
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
の
価
値
は
単
に
銀
貨
の
量
目

　
と
品
位
か
ら
、
馬
蹄
銀
に
鎔
解
す
る
費
用
を
差
引
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
日
本
に
お
い
て
費
し
た
鋳
造
費
は
失
わ
れ
る

　
で
あ
ろ
う
。
」

と
論
じ
、
又
十
一
月
五
日
に
は
、
香
港
に
お
け
る
日
本
銀
貨
の
流
通
状
況
に
つ
い
て
、

　
「
前
回
の
通
報
の
日
の
、
香
港
に
お
け
る
日
本
銀
貨
の
地
位
は
、
円
銀
は
Ｉ
・
五
乃
至
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
引
相
場
で
あ
り
、
補

　
助
貨
幣
は
十
二
八
Ｉ
セ
ン
ト
か
ら
九
八
Ｉ
セ
ン
ト
割
引
へ
の
騰
貴
を
示
し
て
い
た
。
円
銀
は
小
額
取
引
の
決
済
通
貨
と
し
て
、
香
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港
に
お
い
て
受
取
ら
れ
て
お
り
、
広
東
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
内
地
に
あ
る
地
方
商
人
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

　
す
る
か
は
不
明
で
あ
る
と
し
て
も
、
現
在
そ
れ
ら
の
貨
幣
を
顧
み
よ
う
と
し
な
い
た
め
に
、
貿
易
商
た
ち
は
、
そ
れ
ら
を
受
取
ら

　
な
い
で
あ
ろ
う
。
」

と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
円
銀
の
法
貨
公
認
問
題
が
起
き
つ
つ
あ
っ
た
頃
の
、
香
港
に
お
け
る
日
本
銀
貨
の
地
位
が
、
中
国

商
人
の
貨
幣
観
の
影
響
に
よ
っ
て
、
法
貨
と
な
る
に
は
困
難
な
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
察
知
で
き
る
。

　
わ
が
国
が
金
本
位
制
の
採
用
を
決
定
し
て
、
明
治
三
十
年
十
月
一
日
よ
り
一
円
銀
貨
の
引
揚
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
同

年
一
月
末
ま
で
の
円
銀
の
総
発
行
高
お
よ
び
輸
出
入
高
は
、
次
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。

　
　
総
発
行
高
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
二
、
五
一
九
、
○
一
一
円

　
　
輸
出
高
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
、
ハ
一
六
、
三
八
九

　
　
輸
入
高
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
、
四
六
一
、
一
三
五

　
　
総
差
引
輸
出
高
　
　
　
　
　
　
一
一
二
、
三
五
五
、
二
五
四

　
こ
こ
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
円
銀
発
行
高
の
約
七
割
は
海
外
へ
流
出
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
海
外
に
お
け
る
円
銀
は
、

　
　
　
「
主
ト
シ
テ
海
峡
附
近
ノ
諸
島
二
於
ケ
ル
通
貨
ト
シ
テ
、
小
取
引
二
使
用
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
、
容
易
二
本
邦
二
輸
送
シ
テ
金
銀

　
二
交
換
セ
ラ
ル
ル
ノ
余
裕
ヲ
有
セ
ス
。
且
其
輸
出
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ノ
大
半
ハ
、
消
国
人
ノ
手
二
渡
リ
、
或
ハ
鎔
解
シ
テ
両
銀
二

　
改
鋳
セ
ラ
レ
、
或
ハ
慣
習
二
依
り
私
二
極
印
ヲ
施
サ
レ
、
概
ネ
貨
幣
タ
ル
ノ
資
格
ヲ
失
ヒ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
完
全
ナ
ル
貨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
４
）

　
幣
ト
シ
テ
本
邦
へ
復
帰
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
、
純
輸
出
高
ノ
ー
割
即
チ
千
万
円
内
外
二
進
キ
サ
ル
ヘ
シ
」

と
、
貨
幣
と
し
て
流
通
す
る
も
の
の
、
き
わ
め
て
僅
少
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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海
峡
植
民
地
に
お
い
て
は
、
一
八
七
四
年
（
明
治
七
年
）
　
一
月
十
七
日
に
日
銀
が
法
貨
に
指
定
さ
れ
て
以
来
、
ぞ
の
流
通
力
を
増

し
、
明
治
二
十
七
年
頃
に
は
、
海
峡
植
民
地
市
場
の
支
配
的
通
貨
と
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
明
治
三
十
年
三
月
三
日
の
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
領
事
館
の
報
告
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
み
に
て
も
、
日
本
銀
貨
は
、

　
　
「
凡
ソ
七
八
百
万
円
ハ
流
通
可
致
候
。
…
…
新
嘉
坡
、
彼
南
、
麻
六
甲
、
馬
来
半
島
二
流
通
ス
ル
モ
ノ
ヲ
合
ス
レ
ハ
、
無
慮
千
六

　
百
乃
至
二
千
万
円
ト
可
相
成
」

と
あ
り
、
又
四
月
二
十
四
日
の
報
告
に
も
、

　
　
「
当
港
流
通
貨
幣
ハ
殆
ト
皆
日
本
円
銀
ニ
シ
テ
、
墨
銀
及
英
弗
ノ
如
キ
八
百
中
ノ
四
五
二
過
キ
ス
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
良
好
な
状
態
に
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
明
治
三
十
年
二
月
、
香
港
に
お
け
る
円
銀
流
通
額
は
、
約
五
十
万
円
と
見
ら
れ
て
お
り
、
六
月
一
日
の
香
港
領

事
館
の
報
告
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
香
港
及
上
海
銀
行
ハ
第
一
ノ
所
蔵
家
ニ
テ
、
現
二
打
印
銀
円
弐
拾
参
万
五
千
円
打
印
セ
サ
ル
モ
ノ
拾
壱
万
八
千
百
参
拾
参
円

　
　
（
五
月
三
十
一
日
現
在
）
ヲ
有
ス
ル
趣
ニ
テ
、
「
チ
ャ
ー
タ
ル
ド
・
バ
ン
ク
」
其
他
ノ
銀
行
及
支
那
人
両
替
屋
富
商
等
ノ
所
蔵
数

　
ハ
、
其
精
数
ヲ
知
り
難
ク
候
得
共
、
右
諸
銀
行
支
配
人
及
買
弁
等
ノ
説
ヲ
聞
ク
ニ
、
打
印
セ
サ
ル
銀
円
ノ
現
在
高
ハ
至
テ
少
額
ニ

　
テ
、
前
記
香
上
銀
行
所
蔵
高
ノ
外
七
八
万
円
内
外
ョ
リ
拾
万
円
以
下
ナ
ル
ヘ
シ
ト
ノ
見
込
二
有
之
候
ヘ
ハ
、
現
在
総
高
目
下
弐
拾

　
万
円
内
外
二
可
有
之
ト
被
存
侯
」

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
香
港
に
お
け
る
円
銀
は
、
Ｃ
ｌ
ｅ
ａ
ｎ
　
Ｓ
ｉ
ｌ
ｖ
ｅ
ｒ
　
Ｙ
ｅ
ｎ
す
な
わ
ち
、
無
号
毫
銀
あ
る
い
は
白
毫
銀
と
呼
ば
れ
る
状
態

の
も
の
は
少
く
、
そ
の
多
く
は
、
中
国
人
両
替
商
に
よ
っ
て
打
印
さ
れ
Ｃ
ｈ
ｏ
ｐ
ｐ
ｅ
ｄ
　
ｃ
ｏ
ｉ
ｎ
と
し
て
、
そ
の
信
用
を
保
証
さ
れ
な
け
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れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
海
峡
植
民
地
に
お
い
て
は
。

　
　
「
極
印
ア
ル
円
銀
毫
モ
ナ
ク
流
通
総
額
悉
ク
完
全
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」

と
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
香
港
は
こ
れ
と
全
く
事
情
を
異
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
年
）
に
至
る
ま
で
香
港
に
お
け
る
通
貨
は
、
ボ
ン
べ
イ
に
て
鋳
造
さ
れ
た
英
国
弗
と
、
メ
キ
シ
コ
弗

お
よ
び
爛
洋
（
C
h
o
p
p
e
dd
o
l
l
a
r
）
で
あ
り
、
為
替
銀
行
発
行
の
銀
行
券
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
同
年
二
月
二
日
の
香
港
鋳
造
令
に

よ
っ
て
、
量
目
四
一
七
・
七
四
グ
レ
イ
ン
、
品
位
九
〇
二
・
七
の
メ
キ
シ
コ
弗
が
本
位
貨
幣
と
さ
れ
、
無
制
限
法
貨
の
資
格
を
認
め

ら
れ
、
同
時
に
香
港
弗
と
英
国
弗
も
、
本
位
貨
幣
に
等
し
い
も
の
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
日

本
円
銀
は
遂
に
メ
キ
シ
コ
弗
に
代
位
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
治
三
十
年
三
月
。
わ
が
国
の
貨
幣
制
度
が

金
本
位
制
に
移
行
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
貨
幣
政
策
は
、
洋
銀
を
対
象
と
す
る
円
銀
の
国
際
的
流
通
力
拡
大
の
問
題
か
ら

解
放
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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